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■巻頭言 

皆さま、明けましておめでとうございます。 

今年は外出を避け、ご家族と静かな新年をお迎えになられたのではないでしょうか。 

2020 年の年初、このような状況になろうとは、誰が予測していたでしょう。コロナ禍によってほとんどの活動に

おいて制約を受けることになってしまいました。出雲キャンパスにおきましても、大学祭や運動会などのイベント、

サークル活動が中止や自粛となり、学生の皆さんはキャンパスライフを楽しめなかったことと思います。そんな中で

学生自治会を中心として何ができるかを考え、オンラインクリスマス会を開催することができました。私たちも「カ

レーの日」や「そばの日」など、新しいことにチャレンジできた1 年でもありました。 

さらに、コロナ禍において最も進んだのがデジタル化です。大学院教育でも、中山間離島を抱える島根県ではぜひ

必要と思いながら、これまで取り組むことができていませんでした。いわば強制的にデジタル体験を強いられたこと

により、一気にオンライン授業ができる環境が整いました。今後もリアルとオンラインをいかに組み合わせ、効果的

な授業展開ができるか検討していきたいと思います。 

また、今年は健康栄養学科の完成年度であり、初めての国家試験受験、就職活動の年です。看護学科とともに100％

の国家試験合格と自分自身の職業人生を主体的に構想し、それを実現できる就職先を選択できるよう支援してまいり

ます。殊に、県内就職先の魅力や特徴を伝えられるようキャンパス独自の就職活動支援サイト「しまねオンライン就

職マルシェ」を立ち上げました。ぜひご活用いただきたいです。 

今年は1 月から3 月にかけて長期休暇となりますが、休暇中、オンラインによる補講やチューターとの個人面談を

予定しており、安心して新学期を迎えられるように計画しています。また、せっかくの長期休暇なのに、自粛生活を

求められるこんな時期だからこそ、読書をしてみてはいかがでしょう。オンラインによるビブリオバトルを計画して

います。ご家族の皆さんで参加してみませんか？思いがけない1 冊との出会いがあるかもしれません。 

最後に、昨年の漢字は「密」でした。コロナ禍で選ばれ、よくないイメージを抱いてしまいましたが、本来の意味

は「きめ細かい」とか「親しい」という意味があります。こんな時だからこそ気持ちは「密」を心がけ、明るく、元

気で楽しい出雲キャンパスを作っていきたいと思います。 

皆様、本年もどうぞよろしくお願いいたします。 

 

2021 年1 月     

副学長 石橋照子   

 

 

 

 

カレーの日のひとこまです 
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■体温検知カメラの設置について 

 新型コロナウィルス感染症対策として、3 号館の学生

自習室及び5 号館の図書館入り口にそれぞれ、体温検知

カメラを設置しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■チューター会について 

 学生とチューターとの懇親経費を補助しています。例

年であれば、担当教員と一緒においしいランチを食べた

りしていましたが、今年度は3 密を避けるため、各教員

が工夫をして、学生たちとコミュニケーションを図って

います。事前にお菓子等を配り、オンラインでチュータ

ー会を行ったり、読書の習慣を身に着けてほしいとブッ

クカバーをプレゼントしたりしました。 

 

■国家試験対策について 

 国家試験の合格率100％を目指し、毎年セミナーや模

試に対する補助を行っています。今年度のセミナーは、

動画配信形式で行いました。また、国家試験に係る借り

上げバスや宿泊の補助も行っています。今年は、バスを1

台増やして対応する予定です。学生のみなさんが安心し

て国家試験に臨めるよう、サポートを行っていきます。 

 

 

■学生への各種補助について 

☆インフルエンザワクチン接種料補助（令和２年度） 

全国的に、新型コロナウィルス感染症とインフルエンザの同時流行が懸念されています。例年、病院実習を行う看

護学科3年次生のみ学内においてインフルエンザワクチンの接種を行っていますが、今年度は、全学生を対象として

10月から11月にかけてワクチンの接種を行い、接種料の補助を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆検定試験受験料補助 （令和元年度より） 

学習意欲及び英語力の向上を支援することを目的とし

て、英語検定受験料の半額補助を行っています。 

☆美術館・博物館入館料補助 （平成27 年度より） 

美術的感性を磨いていただくことを目的として、美術

館や博物館の入館料の半額補助を行っています。 

つわぶき後援会の活動 
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新型コロナウィルス感染症拡大の影響で、アルバイト収入が減る等、生活状況が苦しくなっている出雲キ

ャンパス学生に向けて、多くのご寄附をいただきました。地域のみなさまの温かいご支援に心より感謝して

おります。 

 

   

【川跡地区の皆様】                 【鳶巣地区の皆様】 

 

   

【四絡地区の皆様】          【高砂醤油様】        【松井株式会社grappino様】 

 

   

【出雲市社会福祉協議会様】         【島根中酪様】       【出雲キャンパス同窓会様】 

 

  

【学生からの感謝のメッセージ】 

☆親元を離れ初めての一人暮らしで心細かったのですが、た

くさんの支援物資をいただき、とても有難かったです。 

☆事態の収束後は、学生主体で地域の皆様に何か貢献できる

活動をしたいと思いました。 

☆また地域の方と交流できる日が訪れますように。 

この他、塩冶町の佐藤様・JA しまね様よりお米、

きさらぎ様よりマスク、出雲ロータリークラブ様

より寄附金をいただきました。 

また、川跡地区、鳶巣地区の皆様からは何度もご

寄附をいただきました。 
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◆可動式のアクリルボードを設置しています 

 今年度は、新型コロナウィルス感染拡大防止のため、オンラインでの授

業を多く行いました。しかしながら、実験や演習等、オンラインでは難

しい授業もあるため、感染防止対策を万全にした上で、対面授業も行い

ました。 

 授業で使用する主な教室には、アルコール消毒を設置、授業中は窓を

開放、これらに加え、写真のような可動式のアクリルボードを設置し、

飛沫感染防止に努めています。 

◆学生生活支援講演：防犯講演 

大学生になり行動範囲が広がることにより、犯罪等に遭遇する危険性

も増すことから、日常生活における危険回避のための技術や心構えを身

に着けてもらい、安全な学生生活を送れるよう注意喚起することを目的

として、防犯講演を行いました。 

例年、入学当初の4 月に講演会を、10 月に護身術講習会を行ってい

ますが、10 月に2 つの内容をまとめ、講演会を実施しました。 

日時：10 月28 日（水） 

対象：看護栄養学部1 年次生、編入生 

講師：出雲警察署生活安全課、かわと交番 

◆キャリアプラン講座：ワークカフェ 

就職活動を始めるきっかけ作りのために、島根県内に事業所を持つ県内外の企

業・施設の採用担当者の方々にお越しいただき、島根県雇用政策課との共催でワー

クカフェを開催しました。初めに各企業の紹介を行い、その後、各企業のブースを

回り詳しくお話を聞きました。 

参加学生からは、病院や施設への就職を考えていたが、企業のことも

調べていきたい、自分の就職の幅を少し広げることができた等の感想が

ありました。 

日時：12 月7 日（月） 

対象：健康栄養学科3 年次生 

参加企業数：県内11 社 

☆令和２年度出雲キャンパス秋学期行事予定 ☆令和３年度出雲キャンパス春学期行事予定 

9 月1 日～12 月25 日 秋学期 4 月4 日 入学式・つわぶき後援会総会 

12 月28 日～1 月3 日 冬季休業 7 月初旬 保護者懇談会 

2 月11 日・12 日・14 日 助産師・保健師・看護師国家試験 8 月初旬～中旬 春学期定期試験 

3 月11 日 卒業式・修了式 8 月11 日～9 月30 日 夏季休業 

1 月4 日～3 月31 日 春季休業 8 月中旬～下旬 異文化研修 
 

発行・お問い合わせ先 
〒693－8550 島根県出雲市西林木町151番地 
島根県立大学出雲キャンパス（教務学生課） 

TEL:0853-20-0200㈹ FAX:0853-20-0201 

出雲キャンパスのホームページも 

ぜひご覧ください！ 

http://izumo.u-shimane.ac.jp/ 

 島根県立大学 

マスコット 

キャラクター 

「オロリン」 
 


